
　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
て
、
各

国
の
中
間
層
の
階
層
的
地
位
は
大
き
く

変
わ
っ
た
。
す
で
に
多
く
の
先
進
国
で

は
、
新
中
間
層
の
中
心
的
職
種
で
あ
っ

た
事
務
職
や
技
術
職
の
一
部
に
、
雇
用

の
流
動
化
・
非
正
規
化
の
波
が
押
し
寄

せ
、「
中
間
層
の
瓦
解
」
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
。他
方
、東
南
ア
ジ
ア
の
エ
リ
ー

ト
中
間
層
（
経
営
・
技
術
・
専
門
職
）
は
、

消
費
が
飽
和
・
足
踏
み
状
態
に
あ
る
先

進
国
の
諸
階
層
に
か
わ
る
新
た
な
消
費

の
牽
引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
、
そ
の
消

費
動
向
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
エ

リ
ー
ト
中
間
層
も
、先
進
国
と
同
様
に
、

雇
用
の
流
動
化
や
厳
し
い
国
際
競
争
、

地
方
の
追
い
上
げ
な
ど
の
圧
力
を
受
け

て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
階
層
構
造

に
及
ぼ
す
影
響
は
重
層
的
か
つ
多
義
的

で
あ
る
。そ
う
し
た
実
態
に
迫
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
階
層
構
造
に
即
し

た
特
徴
と
変
容
を
丁
寧
に
読
み
解
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
⑴

。

　

本
小
論
は
、
こ
う
し
た
階
層
構
造
変

容
の
重
層
性
を
示
す
一
例
と
し
て
、
タ

イ
中
間
層
を
取
り
あ
げ
る
。タ
イ
で
は
、

新
た
な
政
治
志
向
の
担
い
手
と
し
て
地

方
で
都
市
中
間
層
の
生
成
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
、
首

都
の
エ
リ
ー
ト
中
間
層
と
区
別
さ
れ
る

地
方
中
流
層
と
よ
び
、
統
計
デ
ー
タ
か

ら
把
握
で
き
る
地
方
中
流
層
の
姿
を
、

首
都
の
エ
リ
ー
ト
中
間
層
と
の
対
比
か

ら
把
握
し
た
い
。

一
． 

タ
イ
に
お
け
る
中
間
層
論
と

そ
の
変
化

　

タ
イ
中
間
層
論
の
先
行
研
究
で
は
、

首
都
に
集
ま
る
エ
リ
ー
ト
中
間
層
が
焦

点
と
な
り
、
こ
の
階
層
が
高
学
歴
者
と

し
て
の
威
信
と
高
賃
金
を
背
景
に
、
東

南
ア
ジ
ア
の
な
か
で
も
卓
越
的
な
地
位

を
享
受
し
て
き
た
こ
と
（
服
部
・
船
津
・

鳥
居
﹇
二
〇
〇
二
﹈）、
ま
た
二
〇
〇
〇

年
代
ま
で
市
民
運
動
や
政
治
改
革
の
唱

道
役
と
し
て
強
い
階
層
的
結
束
を
誇
っ

て
き
た
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
九
月
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
後
、
事
態
は
一
変
し
、
タ
イ

の
エ
リ
ー
ト
中
間
層
の
政
治
的
立
場

は
、
ク
ー
デ
タ
で
国
外
追
放
さ
れ
た

タ
ッ
ク
シ
ン
元
首
相
へ
の
支
持
か
反
対

か
、
を
め
ぐ
っ
て
真
っ
二
つ
に
分
裂
し

た
。
地
方
住
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得

た
元
首
相
と
そ
の
政
党
（
当
時
の
タ
イ

ラ
ッ
ク
タ
イ
党
）
が
推
し
進
め
た
急
激

な
政
治
行
政
改
革
も
白
紙
に
戻
さ
れ
、

タ
イ
の
国
論
は
、
現
在
も
政
治
対
立
で

二
分
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
。

　

こ
の
反
タ
ッ
ク
シ
ン
派
・
タ
ッ
ク
シ

ン
支
持
派
が
対
立
す
る
背
景
に
は
、
第

一
に
、
政
治
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
相
違
、

と
く
に
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
占
め
る
地
方

下
層
の
意
向
を
反
映
し
や
す
い
代
議
制

民
主
主
義
の
運
営
問
題
と
、
首
都
―
地

方
間
の
格
差
是
正
を
め
ぐ
る
立
場
の
相

違
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
反

タ
ッ
ク
シ
ン
派
（
い
わ
ゆ
る
「
黄
シ
ャ

ツ
隊
」）
は
、
エ
リ
ー
ト
中
間
層
の
保

守
派
―
代
議
制
民
主
主
義
に
疑
問
を
も

つ
勢
力
―
を
核
に
構
成
さ
れ
る
の
に
対

し
て
、
タ
ッ
ク
シ
ン
支
持
派
（
い
わ
ゆ

る
「
赤
シ
ャ
ツ
隊
」）
は
タ
イ
政
治
の

革
新
を
求
め
る
エ
リ
ー
ト
中
間
層
の
一

部
と
地
方
中
流
層
・
下
層
の
一
部
が
支

持
母
体
と
さ
れ
る
。
国
家
の
将
来
像
を

め
ぐ
る
政
治
対
立
の
背
景
に
は
、
エ

リ
ー
ト
中
間
層
の
分
裂
と
地
方
中
流
層

の
生
成
と
い
う
階
層
構
造
変
容
の
問
題

が
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

二
． 

首
都
の
エ
リ
ー
ト
中
間
層
と

地
方
中
流
層

　

そ
れ
で
は
実
際
、
タ
イ
で
地
方
中
流

層
と
よ
ば
れ
る
新
た
な
階
層
は
、
ど
の

よ
う
な
特
徴
を
も
つ
中
間
層
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
二
〇
一
一
年
の
労
働
統
計
に

よ
れ
ば
、
首
都
バ
ン
コ
ク
の
全
労
働
人

口
に
占
め
る
新
中
間
層
比
率
は
、
経
営

職
六
・
五
％
、
専
門
職
九
・
八
％
、
技

術
職
七
・
七
％
、
事
務
職
八
・
一
％
（
計

三
二
・
一
％
）
で
、
グ
レ
ー
カ
ラ
ー
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
業
は
三
一
％
を
占
め

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
都
市
部
の

新
中
間
層
比
率
は
、
経
営
職
三
・
一

三
％
、
専
門
職
七
・
八
三
％
、
技
術
職

五
・
一
五
％
、
事
務
職
五
・
二
五
％
（
計

二
一
・
三
六
％
）
と
一
割
程
度
少
な
い

も
の
の
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
三
四
％
と
ほ

ぼ
同
率
で
あ
る
。
ま
た
バ
ン
コ
ク
と
地

方
都
市
の
労
働
人
口
全
体
の
学
歴
構
成

は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、
バ
ン
コ
ク

特 
集

イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
中
間
層

船
津
鶴
代

タ
イ
中
間
層
の
変
容

― 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
地
方
中
流
層
の
成
長
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の
高
等
学
歴
保
持
者
三
六
％
に
対
し
て

地
方
都
市
も
同
二
六
％
に
達
し
、
地
方

都
市
の
労
働
市
場
で
は
急
速
に
高
学
歴

化
が
進
ん
だ
こ
と
が
み
て
取
れ
る
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
、

地
方
に
中
間
層
職
種
の
就
業
機
会
が
広

が
り
、
そ
の
な
か
の
高
学
歴
保
持
者
の

割
合
は
急
速
に
増
え
た
。
こ
う
し
た
地

方
の
追
い
上
げ
現
象
に
対
し
て
、
同
職

種
の
所
得
ラ
ン
ク
を
比
較
す
る
と
、
表

2
の
と
お
り
、
首
都
バ
ン
コ
ク
と
全
国

平
均
値
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
⑵

。

専
門
職
・
事
務
職
で
は
首
都
―
全
国
平

均
の
所
得
格
差
に
縮
小
傾
向
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
経
営
・
技
術
職
、
サ
ー
ビ

ス
業
に
お
け
る
首
都
―
全
国
平
均
の
所

得
ラ
ン
ク
に
は
ま
だ
か
な
り
の
開
き
が

あ
る
。
こ
う
し
た
所
得
格
差
の
故
に
、

地
方
の
都
市
中
間
層
は
中
流
層
の
位
置

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
指
摘
で
き
よ

う
。

　

以
上
の
傾
向
を
根
拠
に
、
首
都
エ

リ
ー
ト
中
間
層
と
地
方
中
流
層
の
政
治

志
向
の
対
立
や
代
議
制
民
主
主
義
の
問

題
等
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
短
絡
に
す

ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
少
な
く
と
も

経
済
面
に
お
い
て
、
バ
ン
コ
ク
と
似
て

非
な
る
階
層
的
地
位
に
お
か
れ
た
地
方

の
中
流
層
が
、
バ
ン
コ
ク
―
地
方
間
の

不
平
等
や
格
差
是
正
の
問
題
に
反
応
す

る
素
地
が
あ
る
、
と
い
う
点
は
背
景

デ
ー
タ
か
ら
憶
測
で
き
よ
う
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
、

タ
イ
で
は
首
都
よ
り
相
対

的
に
賃
金
の
安
い
地
方
都

市
へ
の
投
資
が
進
み
、
地

方
都
市
に
中
流
層
の
成
長

が
促
さ
れ
た
。
一
九
九
〇

年
代
ま
で
首
都
の
エ
リ
ー

ト
中
間
層
は
そ
の
卓
越
し

た
地
位
か
ら
自
ら
の
階
層

利
益
が
守
ら
れ
る
政
治
の

な
か
で
行
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
地
方
に
お
け
る

新
た
な
中
流
層
の
生
成

は
、
エ
リ
ー
ト
中
間
層
の

地
位
を
追
う
新
階
層
の
登

場
と
と
も
に
、
地
方
住
民

の
利
害
を
反
映
す
る
政
治

家
・
政
党
の
登
場
に
も
重

な
り
、
従
来
の
首
都
エ

リ
ー
ト
中
心
の
政
治
に
変

容
を
迫
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
タ
イ
で

旧
来
の
エ
リ
ー
ト
中
間
層

と
新
参
者
で
あ
る
中
流
層
と
の
間
に
重

層
的
関
係
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
こ
れ

が
タ
イ
の
政
治
的
分
裂
や
今
後
の
政
治

的
和
解
の
問
題
に
如
何
に
か
か
わ
っ
て

い
く
か
、今
後
の
展
開
を
注
視
し
た
い
。

（
ふ
な
つ　

つ
る
よ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

中
間
層
内
部
の
多
様
性
に
着
目
す
る

本
稿
は
、タ
イ
の
新
中
間
層
（
専
門
・

技
術
・
経
営
・
事
務
職
の
一
部
）
の

う
ち
、
首
都
の
階
層
を
エ
リ
ー
ト
中

間
層
、
地
方
都
市
の
階
層
を
中
流
層

と
よ
び
わ
け
た
。
ま
た
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
と
肉
体
労
働
の
中
間
に
あ
る
グ

レ
ー
カ
ラ
ー
の
職
種
に
サ
ー
ビ
ス
業

を
含
め
て
い
る
。

⑵ 

タ
イ
の
労
働
サ
ー
ベ
イ
の
職
種
分

布
・
学
歴
構
成
は
バ
ン
コ
ク
抜
き
の

地
方
都
市
平
均
値
を
計
算
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
所
得

デ
ー
タ
は
、
全
国
値
と
バ
ン
コ
ク
値

の
比
較
し
か
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

こ
で
は
仕
方
な
く
バ
ン
コ
ク
も
含
む

（
バ
ン
コ
ク
の
労
働
人
口
は
全
労
働

人
口
の
1
割
弱
）
全
国
平
均
値
を
代

替
値
と
し
て
用
い
た
。

《
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表2　中間層職種の所得クラス別分布（2011年）
［全国］

baht
経営・高級官僚・

立法
専門職 技術職 事務職 サービス職

1501-2500B 0.48 1.00 0.38 0.61 2.74

2501-5500B 17.06 3.47 6.60 12.15 34.68

5501-1万B 22.05 21.69 36.38 53.59 45.58

1万1-2万B 15.18 32.24 39.27 26.23 12.97

2万1-3万B以上 43.72 41.01 16.90 6.95 3.64

不明 1.50 0.58 0.48 0.47 0.39

計 100 100 100 100 100

［バンコク］

baht
経営・高級官僚・

立法
専門職 技術職 事務職 サービス職

1501-2500B 0.37 0.71 0.00 0.38 0.17

2501-5500B 0.00 1.14 0.52 1.30 9.60

5501-1万B 1.12 11.38 21.12 42.14 61.22

1万1-2万B 19.43 36.93 51.73 46.22 21.84

2万1-3万B以上 78.14 48.73 25.86 9.41 7.07

不明 0.94 1.11 0.77 0.55 0.10

計 100 100 100 100 100

（注）上位の2クラスを太字で表示。
（出所）NSO [2011] Labor Force Survey Shole kingdom, Q1より算出。

表1　労働力人口の学歴別内訳（地域別，2011年）
初等未修了
以下

初等修了 前期中等 後期中等 高等教育 その他 計

バンコク 15.6 16.8 15.2 15.3 36.4 0.7 100

地方都市部＊ 23.4 16.4 16.1 17.4 26.0 0.6 100

地方非都市部 35.2 25.6 16 12.6 10.5 0.1 100

全国 30.4 22.5 16 14 16.8 0.3 100

（注）＊ 全国都市部よりバンコクの値を除して計算。
（出所）NSO [2011] Labor Force Survey Shole kingdom, Q1より算出。
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